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刊
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日
三
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緬
副
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山
偽
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憾
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川
賞
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本
産
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度
・
・
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抑
制
消
山
中
ナ

山
刷
れ
労
働
間
航
法
則
の
安
川
市
性
ヰ
・
純
一
茂
r
士

雄

棺

錦

略

垣
世
農
村
問
題
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性
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・
・
・
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E
E
-
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岡
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返
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苑
産
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就
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学
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間
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税
責
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万
別
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・
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リ
カ
ア
ド
ド
於
り
ろ
労
働
慣
他
法
則
の

安
賞
性
-L
就
て

( 

) 

森

判
官
柑

s¥) 

以
上
リ
カ
ア
ド
の
本
来
の
形
に
於
り
る
帥
労
働
厨
佑
法
則
は
、
も

t
1
1現
今
の
資
本
主
義
的
総
務
枇
曾

に
於
け
る
樹
値
・
岡
田
柿
現
象
を
設
明
せ
ん
ご
す
る
も
の
な
る
噂
】
正
を
遁
べ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
れ
の
勢
働
師
偶
拍
川
論

は
、
君
主
に
も
過
ぺ
た
る
が
如
く
、
最
後
迄
そ
の
純
粋
な
る
形
を
保

7
-
tが
で
き
十
し
て
、
遂
に
所
前
修
正
若

f
は
制
限
せ
ら
る
、

--z
、
な
っ
た
。
そ
う
し
工
ぞ
の
修

E
若
(
は
制
限
が
膝
史
的
の
も
り
に
ゐ
ら
十
し

τ.
論

( 

) 

理
的
の
も
の
で
ゐ
る
こ
£
は
、
右
越
ぺ
た
る
所
に
ほ
り
明
ら
伊
で
ゐ
る
。

9
カ
ア
V
に
依
れ
ば
、
貨
物
の
相
勢
価
闇
値
が
各
々
そ
の
生
産
に
費
さ
れ
た
る
勢
働
の
分
量
に
依
り
決
定
せ
ら
晶

、
正
云
ふ
は
、
そ
の
各
々
の
貨
物
の
生
産
に
使
用
せ
ら
る
、
所
の
固
定
資
本
吉
流
通
資
本
ご
の
割
合
が
同
じ
で
ゐ

b
、
且
っ
そ

ω固
定
資
本
の
持
続
性
じ
も
差
等
が
な
い
、
ご
似
定

L
h
H
上
で
の
提
言
仁
外
な
ら
な
い
。
ご
こ
み
が

如
何
な
る
枇
品
目
に
於
て
も
、
器
具
、
機
械
・
及
び
建
物
な
ど
に
投
性
ら
る
、
所
の
問
定
資
本
正
、
勢
貨
に
投
や
ら

る
、
所
の
流
動
資
本
己
の
組
合
せ
の
割
合
は
、
常
に
必
ら
宇
し
も
同
一
で
な
い
ば
か
り
で
な
く
・
回
定
資
本
の
持

紋
性
に
も
そ
れ
ん
九
差
等
が
ゐ
る
の
結
果
、
こ
の
場
合
に
於
り
る
貨
物
の
交
換
腐
値
は
、
必
ら
や
'Lも
そ
れ
が
生

リ
カ
ア
ド
に
於
け
る
勢
制
個
値
法
則
山
妥
首
位
日
就
て

iM 

施

第
二
十
-
糧

(第一一一都

) 

~! 



l
J
i
l
-
-

リ
カ
ア
ド
に
於
け
る
捗
働
倒
価
法
制
。
安
川
品
性
日
就
て

(
第
三
誠
一
三
一
四
)

詑

;j/j 

第
二
寸
一
谷

四

産
に
費
さ
れ
た
る
労
働
の
分
量
の
み
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
や
'
L
て
・
そ
の
外
に
利
潤
、
勢
貨
を
も
亦
貨
物
の
交

換
績
低
の
構
成
要
素
E
L
f
-
現
は
れ
る
の
で
ゐ
る
。
郎
も
彼
は
一
五
ふ
。

「
|
|
併
し
枇
曾
の
各
般
践
の
下
に
於
て
は
、
各
柿
の
職
業
に
於
工
使
用
き
る
、
道
具
、
容
具
、
建
物
、

-
A
ぴ
機

械
は
、
悉
(
耐
久
力
の
程
度
を
異
に
し
、
随
っ
て
叉
此
等
を
生
産
す
る
に
は
、
異
つ
h
i

勢
働
置
を
必
要
正
す
る
。

「
真
に
勢
働
を
支
持
す
る
た
め
の
資
本
正
、
道
具
、
機
械
、
及
び
建
物
に
放
下
古
品
、
資
本
正
の
聞
に
於
け
る

比
例
も
、
そ
の
組
合
せ
が
械
々
雑
多
で
あ
る
。
同
定
資
本
の
耐
久
力
の
稗
度
に
こ
の
差
違
ゐ
る
ζ

吉
、
及
び
二
栂

の
資
本
の
組
合
は
き
る
、
比
例
に
こ
の
相
遣
の
あ
る
ニ
ピ
は
、
貨
物
の
相
針
債
値
の
不
同
を
悲
越
司
る
原
因
ご
し

て
、
貨
物
の
生
産
に
必
要
な
る
労
働
量
の
大
小
古
い
ふ
ニ
己
以
外
に
、
他
の
一
原
因
を
引
き
入
れ
る
、

1
1
こ
の

原
因
正
は
叫
労
働
の
償
値
の
騰
落
を
云
ふ
。
』

こ
の
F
カ
ア
ド
欄
倣
論
の
修
正
の
内
海
は
、
「
恐
ら
く
は
純
済
皐
上
の
論
文
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
章
句
の
中
で
最
も

難
解
な
る
も
の
』
で
あ
る
ご
云
は
れ
て
ゐ
る
如
〈
、
頗
る
班
雑
難
解
を
恨
め
て
ゐ
る
。
随
っ
て
深
く
そ
の
内
容
に

立
も
入
b
て
分
析
、
解
剖
し
、
そ
の
本
質
を
握
っ
た
も
の
は
殆
九
Y
一
な
い
さ
言
っ
て
よ
い
。
・
=
の
修
正
の
本
健
如

何
を
見
定
め
ん
が
た
め
に
は
、
私
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
彼
れ
の
調
ム
所
の
固
定
資
本
、
流
動
資
本
の
概
念
を
瞭

に
し
た
る
上
、
資
本
使
用
の
諸
々
の
場
合
|
|
四
つ
の
場
合
|
|
に
於

τ、
利
潤
の
相
調
煩
値
に
及
ぼ
す
影
響
、

お
よ
び
勢
貨
の
相
掛
償
値
仁
及
ぼ
す
影
響
を
、
彼
れ
の
示
す
ご
こ
ん
の
例
諮
に
従
ひ
、
考
察
す
る
を
必
要

t
す
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ピ
の
み
仁
て
可
成
大
量
な
囚
雌
な
る
仕
事
の
一
つ
を
成
す
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は
こ
れ
が

研
究
を
託
身
脇
田
表
す
る
こ
さ
の
る
べ
き
他
的
論
文
じ
譲
る
こ
吉
、

L
、
こ
、
仁
は
草
仁
-
」
の
鮪
に
闘
す
る
主
要
な

Ricardo， ibid. p. 24. (問謀本45頁)
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る
彼
れ
の
詞
を
血
事
げ
、

こ
れ
に
短
評
を
加
へ
る
に
ご
い
め

τ置
〈
。
「
原
論
』
第
一
章
第
四
、

荒
節
に
於
て
彼
は
云

ふ。

人
が
同
般
的
人
を
般
物
の
耕
作
に
佐
川
す
る
・
と
せ
ば

『
僻
切
に
ニ
人
げ
か
各
々

4
0
0
名
白
人
を
一
年
間
二
つ
の
機
酬
の
辿
誌
に
佐
川

L
、
仙
の

そ
の
年
内
静
り
に
於
て
、
各
々
山
柵
械
は
遺
物
と
同
-
の
悦
値
を
も
っ
て
あ
ら
う
。
伺
故
な
れ
ば
此
等
は
各
々
同
一
貴
の
捗
働
に
依
っ
て
生
産
さ
る

L

て
あ
ら
う
か
ら
。
涯
に
そ
の
掛
松
山
一
世
所
有
す
る
人
が
、
北
町
年
に
仰
を
製
る
た
め
に
、
一

0
0名
白
人
由
州
山
に
よ
っ
て
之
を
佐
川
し
、
而

L
て
今
-
ワ
の
掛
肱
を
所
布
ナ
る
人
も
亦
同
様
に
、
一

C
C名
白
人
山
柿
叫
に
よ
っ
で
、
綿
製
品
目
製
誌
に
彼
れ
ゆ
槽
械
を
使
川
し
、
他
方
に
農
業

者
は
は
剛
の
如
{
般
胸
の
耕
作
に
一

O
O名
を
使
用
し
続
{
と
僻
定
せ
よ
。
第
二
年

H
に
は
、
彼
等
は
糟
て
同
一
貴
公
骨
働
を
使
用
し
た
で
あ
、
わ

ぅ
、
而
も
織
物
識
者
並
び
に
紡
制
業
向
白
有
す
る
則
及
川
げ
蝿
叫
舟
部
は
、
一
年
間
位
刑
さ
れ
た
る
ニ

0
0名
山
人
の
勢
制
山
紡
娘
、
成
は
準
ろ
一
。

。
名
の
人
目
二
年
間
の
掛
倒
。
拍
果
て
あ
る
に
拘
は
ら

r、
段
物
は
↓

0
0名
由
人
の
一
年
同
白
妙
働
に
依
っ
て
虫
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
o
そ

白
柏
果
、
と
し
て
若
L
般
物
が

E
0
0
碕
の
冊
値
を
有
す
る
も
山
と
せ
ば
、
紬
物
業
者
白
山
持
制
及
び
布
岳
部
は
、
一

C
O
O磁
の
倒
値
を
有
す
べ
き
普

で
あ
っ
て
、
紡
組
業
者
白
蝿
械
及
び
帥
製
品
も
亦
般
物
の
倒
他
山
ニ
伯
を
有
す
ベ
き
嘗
て
あ
る
。
執
る
に
此
毎
回
も
凶
は
敷
物
凶
伺
値
由
ニ
倍
以
上

を
有
す
る
で
あ
ら
う
。
何
故
な
れ
ば
、
第
一
年
目
に
於
吋
る
純
物
業
者
及
び
紡
績
業
者
自
費
本
に
劃
す
る
剥
潤
は
、
彼
等
白
角
本
に
附
加
せ
ら
れ
て

ゐ
る
に
反
し
、
農
業
者
?
庁
、
れ
は
品
也
市
き
札
口
つ
享
撤
さ
れ
た
か
ら
。
さ
れ
ほ
彼
等
の
資
本
白
劃
久
力
ー
と
異
れ
る
段
階
あ
る
が
た
め
、
戒
は
同
ピ
と

主
で
は
あ
る
が
、
一
闘
の
貨
物
が
市
坊
に
荷
ら
さ
る

ζ
刷
に
組
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
川
が
あ
る
た
め
に
、
貨
物
の
冊
値
比
、
そ
の
上
に
品
目
ぎ

れ
た
勢
働
設
に
正
確
に
比
例
せ
ず
し
て
、
曲
ち
二
劃
一
と
云
，
A

や
う
に
な
ら
な
い
で
、
そ
れ
は
A
田
太
田
儒
値
あ
る
も
の
が
、
市
場
に
切
ら
さ
る
よ

で
に
紐
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ド
ド
長
い
時
間
を
償
ふ
た
め
に
、
若
干
そ
れ
(
捗
働
の
分
量
)
以
上
に
昇
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う

0
』

勢
働
白
伺
値
の
腿
賞
は
あ
り
得
な
い
O

若
し
穀
物
が
偉
業
者
と
持
例
者
と
自
問
に
八
百
配
さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
後
者

に
拠
へ
ら
る
A

部
分
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
前
者
に
は
ド

h
h
T
L
h
か
時
間
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
白
や
う
に
出

t布
市
A

は
綿
製
品
川
酌
勢
働
省
主
倒

れ
四
一
周
拙
者
と
に
分
配
き
る
よ
て
あ
と
は
、
前
者
に
典
へ

ιる
h

部
分
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
一
目
、
後
者
に
は
上
り
山
少
し
よ
碕
ら

t
v
o
そ
こ
で

第
二
十
一
審
(
第
三
蹴
一
三
五
)

『
利
潤
山
下
落
が
な
け
れ
ば
、

話

施

リ
カ
ア
ド
に
於
け
る
勢
働
倒
値
法
則
白
安
官
性
に
就
て

四
三
三

I
l
l
l
j
l
i
l
l
i
t
-
-
4
1
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詑

苑

9
カ
ア
ド
に
於
け
る
勢
働
伺
値
法
則
自
妥
岱
性
に
就
て

第
二
十
一
巻

{
第
三
統
一
三
六
)

四
三
回

椴
り
に
、
捗
賀
山
鹿
賀
の
た
め
に
、
利
潤
が
一

O
バ
ア
セ
ン
ト
か
ら
九
バ
ア
セ
シ
ト
に
下
る
と
す
る
な
ら
ば
、
拠
能
業
者
は
、
叫
轄
の
問
定
資
本
に

劃
す
る
利
淵
K
L
て
、
叫
年
川
U

財
山
U

調
宮
内
情
特
(
印
ち
五
五
の
O
硝
}
に
E
E
O
磁
を
附
加
す
る
代
り
に
、
そ
白
翻
に
九
・
ハ
ア
セ
シ
ト
却
ち
四
九
五

曹
を
し
か
附
加
し
た
い
て
リ
リ
ぅ
。
崎
っ
て
個
格
は
穴

0
2静
的
代
り
に
五
九
九
一
品
と
た
る
で
あ

ιぅ
。
般
物
は
引
続
発

qEE碕
て
貰
札
る

て
あ

ιろ
か

ι、
そ
れ
に
よ
り
多
{
の
同
定
資
本
が
使
川
さ
れ
た
る
所
白
製
浩
品
は
、
般
物
又
は
そ
れ
に
ド
ド
φ
い
分
対
内
制
定
聾
本
が
這
入
っ
て

ιる
川
町
北
他
山
川
に
比
較
し
て
下
落
す
る
で
あ
ら
う
。
蓄
え
伺
値
)
の
騰
貴
兄
は
下
帯
に
よ
る
朗
自
相
劃
倒
値
の
警
の
明
暗
口
、
同
定
資
本

ι刑
さ
れ
た
る
4
7
資
本
に
劉
L
て
保
ワ
所
由
比
例
一
如
何
に
依
る
で
あ
ら
う
。
極
め
て
高
倒
な
る
柵
械
に
よ
り
、
戒
は
柚
め
で
高
岡
な
る
昨
日
間

F

に
於
て
生
産
さ
る
品
由
、
即
ち
市
場
に
班
、
b
さ
れ
得
る
以
前
に
長
時
間
主
す
る
君
、
織
で
の
貨
物
は
・
相
劃
植
民
て
下
手

i
u
i

'
っ
し
、
他
方
に
於
て
、
出
乏
し
て
捗
働
に
依
つ
一
て
止
法
さ
る
h

所
の
・
即
ち
内
越
に
市
場
に
柚
側
、
り
き
る
L

所
っ
、

A

q
t、
相
劉
情
値
に
於

て
崎
北
す
る
て
あ
ら
う
。
」

右
は

9
カ
ア
ド
が
そ
の
本
来
的
勢
働
側
俗
説
仁
加
へ
た
る
所
前
修
正
ど
も
排
す
吋
き
も
の
、
大
要
た
る
に
過
ぎ

ぬ
の
で
あ
る
が
、

h
r
(
彼
が
そ
の
叫
労
働
側
側
詑
に
修
正
を
加
へ
る
に
至
っ
た
の
は
、

資
本
の
持
続
性
に
差
異
ゐ
る

場
命
(
岡
持
な
れ
る
生
庵
部
門
)
に
於
て
は
、

(
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
を
加
ふ
れ
ば
、

資
本
の
有
機
的
組
成
に
品
型
化
あ
る

場

合

に

於

τは
)
、

一
般
千
均
利
潤
率
の
法
則
の
作
用
す
る

-
a
t
仁
依

b
、

資
本
の
抑
制
耐
の
如
何
を
問
は
す
、

同

額
の
資
本
に
卦
し

τは
或
一
定
期
間
に
劃
し
て
、

皆
一
様
に
同

の
利
潤
率
が
存
在
す
る
結
m
で

利
潤
期
中
が
卒
均

仁
蹄
せ
る
時
に
、

現

貨

ω側
々
の
貨
物
の
交
換
比
率
を
決
定
す
る
の
は
、

決

L
て
そ
れ
が
生
産
に
費
消
さ
れ
た
る

勢
働
の
分
量
で
は
な
〈
、

そ
こ
仁
一
労
働
偲
伯
よ

h
離
れ
た
る
ご
・
」
ろ
の
生
産
債
格
(
マ
ル
ク
ー
の
前
)
が
見
出
さ
れ

る

ご
云
ム
現
貨
の
事
貨
を
認
識
せ
る
に
由
る
も
の
で
ゐ
る
。

-
』
の
労
働
岡
個
値
論
に
謝
し
て
加
へ
ら
れ
た
る
所
の
修
正
は
、

彼
れ
の
純
梓
な
る
形
に
於

η
る
勢
倒
煩
値
論
仁
謝

Ricardo， ibid. pp. 28~9 (同謀本53-5耳}1) 



し
て
、

果
し
て
如
何
な
る
程
度
ご
意
義
に
於

τ、

そ
れ
は
労
働
慣
値
設
の
鋤

重
要
を
持
っ
て
ゐ
る
で
ゐ
ら
う
か
、

棄
を
意
味
せ

F
る
や
否
や
が
衣
に
来
る
べ
き
問
題
で
ゐ
品
。

な
は
・
』
の
問
題
に
就

τ左
に
若
干
吟
味
す
る
所
わ
る

で
ゐ
ら
う
。

P
カ
ア
ド
の
本
来
の
形
に
於
け
る
勢
働
贋
低
論
は
、
濁
り
原
始
一
枇
曾
に
の
み
遁

用
さ
る
べ
き
も
の
ご
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
、
ご
す
る
所
の
論
者
は
、
こ
の
修
正
に
重
き
を
陸
き
、
そ
れ
は
リ
ノ
カ
ア
ド
第

働
償
伯
論
の
拠
楽
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、
後
に
磯
つ
口
所
の
模
値
説
は
畢
寛
一
一
仰
の
生
産
相
究
設
に
過
ぎ
中

そ
れ
は
彼
が
現
今

ω資
本
主
義
制
曾
に
於
り
る
伺
低
論
ご
し
て
嘗
に
主
張
せ
ん

Z
す
る
も
の
に
外
な
ら
な

(
A
)
さ
き
に
逃
。
へ
た
る
所
の
、

L
て、

い
ご
一
五
ふ
o

T
l
v
ヤ

W

が
こ
の
解
砕
を
ご
る
一
人
で
ゐ
品
目
』
ご
は
云
ム
迄
も
な
い
が
、
な
ほ
彼
れ
い
の
外
に
こ
の
見
解
を
ぜ

る
も
の
が
可
成
あ
る
。
例
へ
ば
プ
ナ
ア
は
自
分
の
編
纂
に
か
、
る
9
カ
ア
ド
の
原
論
の
序
言
に
於
て
左
の
如
〈
一
耳

ふ。
『
勿
論
彼
(
リ
ノ
カ
ア
ド
)
は
戚
々
一
捗
働
を
以
て
交
換
偲
値
の
基
礎
で
あ
る
芭
設
〈
傾
が
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は

大
い
に
非
難
す
ぺ
量
不
充
分
な
る
彼
れ
の
説
明
に
困
る
も
の
で
あ
っ

τ、
彼
れ
の
著
書
を
夏
め
て
研
究
す
れ
ば
、

か
、
る
-
』
芭
は
彼
が
異
に
心
の
視
に
於
て
意
味
し
て
居
っ
た
所
の
も
の
で
は
な
い
¥
正
云
ム
こ
ご
を
一
屠
克
〈
知

る
ニ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
o

彼
が
主
張
し
ゃ
う
芭
し
た
こ
芭
は
、
た
い

V

貨
物
の
生
産
に
費
さ
れ
た
る
努
力
の
品
川

量
ピ
交
換
欄
値
ご
の
問
に
確
な
関
係
が
存
在
す
る
ご
云
子
】
亡
、
換
言
す
れ
ば
二
者
は
共
に
猿
勤
す
る
ご
一
耳
ふ
ニ

に
過
ぎ
な
い
。
」
(
候
)

.. 
』、

詑

要E

リ
カ
ア
ド
ド
ド
於
け
る
務
働
側
値
法
則
山
勢
判
性
に
就
て

第
二
十
一
番

(
第
二
一
概

凹
=
一

E

ヒ

-・1

GonnCT， Introdl¥ctory Essay Iu his edition of Ricardo's Principles， Xli 1) 



詑

苑

り
カ
ア
ド
に
於
け
る
捗
働
倒
値
法
則
自
妥
机
性
に
就
C

(
第
三
枕

第
二
十
一
谷

一
三
八
)

四
三
大

(
陣
)

同
様
の
解
糖
を
錦
す
も
白
は
可
成
多
い
。
制
へ
ば
力
ヴ
セ
ル
は
こ
目
新
に
就
て
左
白
削
(
一
五
ム
。

『
日
均
ア
ド
は
、
そ
の
往
々
か
な
り
珍
妙
な
る
抽
象
と
前
提
と
に
よ
っ
て
、
結
局
何
を
主
張
し
た
り
て
あ
る
か
0
・

し
で
は
た
ピ
次
自
答
解
あ
る
の
み
で
あ
る
、

1
i
nア
ド
は
、
九
百
椅
榔
成
を
生
産
費
に
よ
っ
て
説
明
せ
ん
が
た
め
に
、
賞
際
白
止
産
に
協
力
せ

る
稀
々
な
る
弾
索
を
た
ピ
一
つ
の
弾
索
に
引
き
直
ほ
さ
ん
と
し
た
。
』

》

〉
z

s

 

そ
白
他
ス
テ
ユ
」
リ
ァ
ト
、

4

2

ム
・
パ
ヲ
ア
グ
、
グ
一
一
i
ス
な
Y
」
も
亦
こ
白
解
離
を
と
る
O
A
T
こ
誌
に
一
々
場
げ
向
。
詳
し
{
は
ロ

1
引

シ

4

ル
グ
、

5
 

お
よ
び

F
4
E
ル
白
研
究
を
見
上
。

」
白
問
題
に
劃
す
る
答
鮮
と

以
上
紹
介
し
た
る
所
の
率
者
は
、

9
カ
ア
ド
の
勢
働
償
他
説
に
謝
す
る
修
T

町
、
を
特
に
重
要
摘
し

τ、
彼
れ
の
慣

俗
論
は
労
働
債
値
論
ご
云
は
ん
よ
り
は
、
世
帯
ろ
一
冊
の
生
産
投
設
な
り
ピ
解
す
べ
き
で
あ
る
ご
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
解
鮮
の
基
織
は
、
そ
の
原
論
第
一
章
第
四
.
五
節
に
於
て
匁
さ
れ
た
る
所
の
修
正
の
外
に
、
一
八
八
七

年
以
後
ポ

l
ナ
ァ
、
ホ
フ
y
d
p

ア
な
ど
に
依
つ

τ出
版
公
表
せ
ら
れ
た
る
所
の
彼
れ
の
書
翰
集
に
於
て
現
は
れ
た

る
彼
れ
の
見
解
、
態
度
を
そ
の
主
な
る
も
の
ご
す
る
つ
今
-
』
れ
ら
の
書
翰
集
に
就
て
、
吾
々
を
し
て
こ
の
解
稗
を

最
も
よ
〈
容
れ

L
め
る
で
あ
ら
う
が
如
き
彼
れ
の
書
翰
伝
授
し
見
る
に
、
苫
[
嘗
h
彼
れ
が
一
入
二

O
年
一
一
一
周
二

日
マ
カ
ロ
ッ
ク
に
宛

τた
る
手
紙
に
左
の
如
き
も
の
が
ゐ
る
。

「
私
は
こ
の
問
題
に
就
て
よ
〈
考
慮
し
た
る
後
、
貨
物
の
相
掛
伺
値
に
盤
化
を
惹
起
す
原
因
が
二
つ
あ
る
正
忠

ふ
。
ト
は
貨
物
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
る
労
働
の
相
掛
的
分
量
で
あ
h
、
に
は
炉
、
る
労
働
の
所
産
が
市
場

に
掘
削
ら
苫
れ
る
迄
に
経
過

L
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
相
針
的
時
間
こ
れ
で
ゐ
る
。
岡
定
資
本
に
就
て
の
纏
ゆ
る
問
題

は
ド
こ
の
第
二
の
規
則
の
下
に
来
る
の
で
あ
っ
て
、
忍
は
貴
下
が
御
山
道
み
な
ら
ば
、
そ
れ
を
説
明
す
る
で
ゐ
ら

う
o」

. ， 

Ca喝行1. "Die Productinns.kostentheorie Ricardo's lInd die ersten 
0ufgnben dcr thco["et町 hcn Volkswirtschaftslchre，" Zcitschrifl fur gcs 
Staatswiss. 伯 J.S. 71-2 
Bohm-Bawerk. "Zur ncu，>tcn 
]ahrbuclier， 1891. S. 875--80 
~?senberg， a，_ a. ..9.. S. 33-----9 
Diehl， a. a. 0.， S. 49-50 
Ric~rdo's Letters to 1. R. Mc Culloch J8[6--1823. ed. Hollander. r895. 
p. 65 
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夏
に

y
カ
ア
ド
が
同
年
六
月
十
三
日
附
マ
カ
ロ
ッ
ク
に
宛

t
代
る
書
翰
は
、

こ
の
態
度
を
最
も
よ
〈
現
は
せ
る

(
そ
の
一
部
分
は
)
成
々
引
用
せ
ら
る
、
所
の
も
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
於
て
彼
は
最
初
に
、
「
私
は
、

も
の
で
あ
っ

τ、

zr-
の
債
格
、

寧
ろ
そ
の
相
封
的
傾
値
に
及
ぼ
す
影
響
を
説
明
す
る
に
就
て
、

若
〈
は

若
干
の
困
難
が
件
ひ
は
す
ま
い
か
を
怖
れ
る
、
」
ご

貨
物
が
市
場
に
運
ば
れ
る
迄
の
相
調
的
時
間
が
、

云
ひ
て
、

例
を
奉
げ
て
詳
し
〈
説
明
し
た
る
後
、

左
の
如
〈
言
っ
て
ゐ
る
。

『
ド
円
か
ら
し
て
厳
密
に
言
へ
ば
、

貨
物
じ
費
さ
れ
た
る
労
働
の
相
劃
的
分
量
は
、

労
働
の
み
が
そ
れ
に
費
さ
れ
、

而
も
ご
も
に
同
じ
時
間
費
さ
れ
た
る
時
仁
の
み
、

を
の
相
調
的
回
個
備
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
o

「
本
は
、

若

L
私

の

若
ι
品
目
仁
あ
る
岡
個
値
仁
就
℃
の
章
を
書
き
直
は
す
ご
す
れ
ば
、

貨
物
の
相
劃
倒
備
は
、

つ

の
原
闘
で
な
し
に
二
つ
の
原
因
仁
依
っ

τ規
制
せ
ら
も
、
ピ
一
五
ふ
-
』
ピ
を
承
詔
す
る
で
あ
ら
う
、

正
時
ご
し
て
思

ふ
明
』
ご
が
ゐ
る
。

そ
の
こ
つ
の
原
因
£
は
、

問
題
ご
す
る
所
的
貨
物
の
生
産
に
必
要
な
る
相
掛
的
労
働
分
量
己
資

る

'fIJ 
潤
率
，.. 
h 

を
f旨
す

O 
b. 

註"投
)守

ら
れ
て
ゐ
る
) 

時
間
仁
謝
す
る
、

削
も
ぞ
の
貨
物
が
市
場
仁
費
ら
さ
れ
る
迄
に
封
す

本
が
休
止
し
て
ゐ
る

な
ほ
左
白
彼
れ
白
書
翰
も
亦
、
拙
M
F
止
産
費
論
者
て
あ
っ
た
控
械
を
示
す
も
の
と
し
て
、
屡
々
事
げ
ら
れ
る
所
由
も
り
で
あ
る
が
、
し
か

し
そ
れ
ら
は
右
に
事
げ
た
る
も
の
程
に
強
(
そ
の
こ
主
を
示
L
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
ら
は
そ
り
捗
働
伺
値
設
に
謝
す
る
翠
な
る
暗
正
若
{
は
制
叫
た
る

以
上
回
意
味
聖
誕
は
し
て
ゐ
な
い
、
と
私
は
且
A
O
H
附
順
に
そ
れ
ら
を
左
に
引
川
す
る
。

一八一

λ
年一月一一一
O
日
附
マ
ル
サ
ス
宛
|
}
『
だ
か
ら
兎
に
角
需
拡
給
計
唯
一
白
闇
値
規
制
者
て
は
な
い
o

キ
ン
グ
拙
甲
山
貝
下
が
需
誕
供
給

に
依
っ
て
怖
を
窓
昧
せ
し
め
ら
る
ミ
宇
を
知
り
陛
い
色
白
で
あ
る
o

如
何
に
需
叫
が
大
で
あ
ワ
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
永
久
的
に
貨
物
白
惜
絡
を
そ

白
生
産
費
l

|
そ
れ
に
生
産
者
自
制
潤
が
告
ま
れ
る
l
|
以
上
に
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
o

だ
か
ら
し
て
永
久
的
情
格
の
鑓
勤
白
原
岡
を
生
産
費

き
詑

手包

り
力
ア
ド
に
於
け
る
捗
働
個
値
法
制
の
袋
町
性
に
就
て

第
二
十
一
番

(
第
三
腕
ご
二
九
」

問
三
七

ibid. p. 69・
Ricardo. ibid. p. 71 

1) 
2) 



就

耳目

t之

求
bう
る

と
t主

常 。
然ヵ

あド
る i二二
千 サ除、

モ>t
て 2え

あ必
宅、働
~.，倒

値
1ム
n'J 
尻ふ

望号

証
就
C 

第
二
十
一
番

(
第
二
一
一
概
一
四

O
)

同
三
八

一
八
一
八
年
一
一
月
二
四
日
附
マ
カ
ロ
ッ
ク
宛

l
l
『
私
は
、
明
に
、
私
の
#
書
(
原
瑚
由
ζ

J
日
}
に
於
て
、
資
本
白
持
続
性
が
同
じ
で
な
い
場
合

に
は
、
倒
他
は
砂
働
山
分
地
に
依
り
て
の
み
決
定
せ
ら
れ
な
い
、
と
一
千
士
』
止
を
辿
べ
て
世
い
た
叫

-
A
二
二
年
五
月
一
九
日
附
マ
カ
ロ
グ
タ
宛

l
l
『
貴
下
旬
貨
物
の
倒
値
を
そ
れ
が
生
産
に
必
要
な
る
努
倒
山
骨
肢
に
依
り
て
測
定
す
る
こ
と

に
於
て
、
私
よ
り
詐
干
過
ぎ
て
ゐ
る
。
貴
下
は
何
轄
の
例
外
、
制
限
を
却
め

fι
ん
と
す
る
が
如

f
で
あ
る
が
、
私
は
、
貨
物
由
利
封
価
値
の
椅
腿

仕
の
あ
る
も
山
は
、
そ
れ
を
生
産
す
る
に
必
姐
な
る
務
働
の
分
地
叫
件
白
原
川
叫
に
師
L
仰
〈
告
と
止
を
常
に
認
め
で
ヲ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
若
し

も
百
倒
的
蝉
r丸
山
高
仰
な
る
槽
械
に
依
っ
て
生
品
せ
ら
れ
た
る
そ
λ

り
シ
の
或
る
一
定
の
分
量
に
劉
す
る
相
劃
倒
他
が
同
回
訓
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
こ
の
二
つ
の
原
川
内
何
れ
か
-
つ
に
蹄
す
る
で
あ

ιう
o
l
-
-そ
の
刺
れ
が
生
障
す
る
況
に
必
嬰
た
る
勢
働
出
物
加
し
た
か
減
少
し
た
か
、

現
(
は
捗
貨
が
一
般
的
に
鵬
っ
た
か
下
っ
た
か
、
そ
の
何
れ
か
で
あ
ら
令
。
銘
一
の
も
の
が
(
個
個
)
魁
励
の
原
川
な
る
こ
と
に
就
て
は
、
貴
下
と
私

と
は
金

f
同
窓
見
て
あ
る
。
し
か

L
貴
下
は
、
同
じ
捗
働
分
批
が
そ
れ
J
I
M
M
瓦
と
モ
ス
リ
ン
ム
」
に
投
ぜ
ら
る
与
に
拘
は

ι
f、
そ
の
制
謝
的
倒
値

は
、
努
働
の
倒
値
が
鵬
り
若
〈
は
下
っ
た
が
故
の
み
に
依
っ
て
、
魁
化
す
る
と
云
ふ
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
い
が
伊
う
て
あ
る
o
し
か
も
ζ

白
事
貨
は

私
に
は
一
合
ー
一
ん
す
べ
か
ら
ぎ
る
も
山

L

ゃ
う
で
あ
る
。
と
の
第
二
山
原
川
仁
就
て
は
、
私
は
マ
ル
サ
ス
宇
そ
白
他
白
札
m
u
h

や
う
に
、
事
〈
の
軍
叩
世
主

〉

認
め
な
い
け
れ

rも
、
全
保
そ
れ
に
封

L
C
日
を
悶
ぢ
る

b
け
に
は
行
か
な

V
3

}
λ
二
三
年
八
皇
一
一
日
附
マ
カ
回

y
タ山地

1
i
『
貨
物
(
の
価
値
)
が
か
〈
山
知
〈
利
湖

o
m化
の
た
め
に
掛
励
す
る
時
に
、
貨
物
山
生
産
に
品

川
世
な
る
勢
働

ω
分
担
叫
升
に
、
他
的
腿
動
内
原
内
は
な
い
と
珊
言
す
る
と
と
は
疋

L
い
ず
あ
ら
う
か

T

そ
れ
は
正

L
〈
な
い
。

wH際
上
貨
物
(
山

繭
値
)

H

F

利
判
的
強
瑚
に
執
っ
て
魁
闘
す
る
の
は
ホ
シ
ノ
怖
か
で
あ
る
、
と
一
耳
ふ
の
は
刺
聞
は
一
舵
的
に
柚
め
て
φ
L
L
か
麹
到
す
る
こ
と
が
な
い

か
ら
日
し
か
し
私
は
、
そ
れ
か
と
言
っ
て
、
若

L
刷
制
が
挺
化
す
る
な
ら
ば
、
貨
物
も
亦
帥
出
動
す
る
と
一
五
ふ
と
去
を
一
訟
と
さ
b
ん
と
す
る
も
の
で
は

4
 

な
い
。
』

右

に

引

用

し

た

る

二

つ

の

書

輸

に

於

て

は

、

リ

ノ

カ

ア

ド

が

倒

伯

の

盤

動

原

凶

己

し

τ勢
働

の

外

に

利

潤

、

帥

胃

袋

Ricardo's Letters to Ma1thlls 1810-1823. ed. sonar. p. 148. 
R cardo's Lette円相 McCulIoch， p. 14 
Ricnrdo. ibid. pp. 131一一2
Ric~rdo， ibid. p. 178. 
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を
も
認
め
る
こ
ピ
可
成
強
き
が
ゃ
う
で
あ
る
o

し
か
し
彼
れ
が
、
そ
れ
に
於
て
、
若

L
痕
伯
に
閲
す
る
章
を
書
き

直
は
せ
ば
、
同
慣
値
決
定
の
原
因
ご
し
て
二
つ
の
原
因
を
認
む
る
で
ゐ
ら
う

ε一五
οて
(
一
八
二

O
年
て
そ
の
翌
年

五
月
『
原
理
」
第
三
版
を
出
L
、
そ
う
し
て
そ
れ
に
は
、
各
々
岡
定
資
本
ご
流
動
資
本
百
の
組
合
は
せ
異
な
る
か
、

若
〈
は
固
定
資
本
の
持
続
性
異
な
る
場
合
に
於

τ、
利
潤
、
勢
貨
の
債
値
漫
動
に
及
ぼ
す
影
響
bu
論
十
る
こ
ご
が

一
屠
詳
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
右
書
翰
に
現
ば
れ
た
る
欄
値
の
修
正
色
、
「
原
論
』
第
三
版
に
現
は
れ
た
る
そ
れ
以

上
の
程
度
の
も
の
で
な
い
こ
己
が
容
易
に
想
像
し
得
ら
る
、
。
な
は
リ
カ
ア

v
u、
労
働
痕
僻
説
仁
執
着
す
る
こ

ご
余
h
に
甚
だ
し
き
マ
カ
ロ
ッ
ク
仁
劃
し
て
は
、

7

K

サ
旦
仁
劃
す
る
ご
は
反
謝
仁
、
常
仁
勢
働
問
偶
倣
論
の
修
正

せ
ら
れ

F
る
べ
か
ら

F
る
こ
己
を
論
争
る
こ
ご
頻
b
で
あ
る
こ
ご
か
ら
考
へ
て
も
、
右
の
書
翰
仁
現
は
れ
七
る
修

正
仁
余
り
重
き
を
置
〈
の
は
如
何
か
ピ
考
へ
ら
れ
る
。

リ
カ
ア
ド
園
間
値
決
定
要
素
己

Lτ
、
労
働
の
外
に
刺
潤
・
勢
賃
を
も
認
め
る
に
至
っ
た
ニ
己
、
換
言
す
れ
ば
丑

の
本
来
の
形
に
於
付
る
労
働
倒
儲
説
を
緩
和
す
る
に
至
つ
れ
こ
ご
は
、
そ
の
書
翰
集
に
於

τも
現
は
れ

τゐ
る
如

〈
.
債
値
問
題
に
闘
し
て
朋
友
ご
論
戦
熟
慮

L
た
る
結
果
、
漸
次
年
同
月
の
経
過
正
共
に
、
そ
の
程
度
を
強
め

t
求

h
H

の
で
め
る
が
、
こ
の
こ
ピ
は
そ
の
『
原
理
』
の
第
一
版
、
第
二
版
及
び
第
三
版
を
相
互
比
較
し
、
そ
の
修
訂
増
補

せ
ら
れ
た
る
跡
を
見
る
こ
正
に
依
つ

τも
亦
知
る
こ
己
が
で
き
る
。

「
原
理
」
第
一
版
ピ
第
二
版
ご
の
問
に
は
大
し
た
差
異
は
な

ν
。
第
二
版
に
於
て
は
、
第
一
章
を
第
五
節
に
見
方
も

て
各
身
の
節
の
顕
に
見
出
し
が
附
加
古
れ
た
る
ζ

己
、
所
々
に
於
て
字
句
が
鎚
夏
訂
正
せ
ら
れ
、
な
ら
び
に
章
句

が
置
き
換
へ
ら
れ
た
る
こ
ご
の
外
・
第
一
版
に
杢
然
な
か
っ
た
腕
の
提
言
、
却
も
(
田
到
な
h'
た
る
生
産
部
門
に
於

設

リ
力
ア
ド

ι於
け
る
骨
骨
働
傑
値
法
則
自
妥
常
性
に
就

τ

(
銘
=
一
抗
一
四
一
)

四
三
九

第
二
十
一
巻

;;!l 

「
ー
ー

1
1
1
1
1
l
i
l
l
-川



i';: 

'.; 

'" 

詑

り
カ
ア
ド
に
於
け
る
傍
働
憎
値
法
則
自
安
常
性
に
就
て

苑

(
第
三
脚

第
一
一
十
一
巻

四

) 

四
回
。

け
る
固
定
資
本
ご
流
動
資
本
ご
の
組
合
は
せ
の
割
合
が
周
到
な
れ
る
場
合
、
若
〈
は
固
定
資
本
の
持
縦
性
に
差
異
ゐ

る
場
合
の
外
)
流
動
資
本
の
使
用
者
に
飾
っ
て
来
る
期
聞
の
異
な
れ
る
場
合
に
於
て
も
亦
、
労
働
以
外
の
原
因
に

因
っ
て
償
伯
の
麺
動
が
惹
起
き
れ
る
ご
一
五
ふ
こ
ご

1
1彼
が
そ
の
修
正
を
一
段
ピ
押
し
進
め
た
-
-
ご
を
意
味
す
る

， 

ー
ー
が
追
加
さ
れ
て
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
(
註
)

(
駐
)

第
一
服
に
な
〈
し
て
第
=
版
に
附
加
さ
れ
た
こ
山
唯
一
の
品
加
は
左
由
曲
奇
も
の
で
あ
る
。

『
油
動
資
本
は
甚
だ
一
様
な
ら
ざ
る
時
聞
を
以
て
循
環
す
る
、
若
(
は
そ
的
使
用
者
に
岡
牧
す
る
で
あ
ら
う
と
一
耳
ふ
こ
と
も
亦
抗
志
す
べ
き
で
あ

る
。
農
業
者
に
依
っ
て
種
蒔
由
鈎
め
に
買
は
れ
た
る
小
姿
は
、
バ
ン
槙
人
に
よ
っ
て
バ
ン
製
詑
白
錦
め
に
雌
は
れ
た
る
小
蓄
に
却
し
て
は
、
比
般
的

に
刷
叫
ん
費
本
で
あ
る
。
ι
刑
者
は
小
書
量
土
中
に
越
し
去
り
、
而
し
て
一
年
同
は
何
轄
の
報
酬
を
持
る
と
と
が
て
き
な
い
o
後
者
は
小
蓄
を
担
い
で
粉

主
な
し
そ
れ
を
パ
シ
に
拠
遣
し
て
被
れ
山
顧
客
に
貰
り
、
而
凡
て
彼
は
一
週
間
山
中
に
前
と
同
一
白
仕
事
を
川
び
す
る
た
め
に
、
或
は
他
山
仕
事
を

始
め
る
た
め
に
被
れ
白
資
本
を
白
山
に
な
し
得
る
自
で
あ
る
。
』

『
流
動
資
本
白
持
続
制
が
却
な
れ
る
場
合
に
も
、
同
仁
抑
制
恥
い
か
拙
る
の
て
あ
ら
う
。
同
じ
資
本
が
投
ぜ
、
b
れ
て
ゐ
る
二
つ
白
興
な
れ
る
産
業
の
性

質
か
ら
、
一
回
拠
匙
恭
者
は
彼
れ

ω
生
産
し
た
貨
物
を
一
年
細
た

h
ね
ば
市
場
へ
磁
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
反
し
、
他
山
製
謎
謎
者
は
三
ヶ
月

に
L
℃
そ
の
貨
物
を
市
坊
に
樹
、
b
す
と
み
』
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
第
一
白
貨
物
の
第
二
の
も
り
に
謝
す
る
相
劃
的
慣
値
は
、
勢
崎
H
山
崎
賞
、
利
潤
山

下
落
に
仲
ふ
て
下
落
す
る
で
あ
ら
う
、

ζ

白
こ
と
が
民
て
あ
る
と
一
再
ふ
こ
と
を
誼
明
す
る
た
め
に
、
民
に
計
算
す
る
こ
と
は
必
要
て
同
な
い
。
何
故

と
一
五
ふ
に
沌
由
ζ

と
は
、
慨
に
考
協
し
た
場
合
即
ち
ニ
ワ
白
同
じ
費
本
山
持
続
性
自
組
度
的
異
な
れ
る
場
合
と
金
〈
同
じ
原
則
に
依
抜
す
る
も
山
て

あ
る
か

ι。』

E
こ
ろ
が
第
一
ニ
版
に
至
っ
て
可
成
b
多
〈
の
増
訂
が
施
さ
れ
た
。
そ
う

L
て
そ
れ
ら
は
主
ご
し

τ、
勢
働
町
慣
儲

説
の
制
限
を
以
前
よ
・
り
は
よ
・
り
多
〈
重
要
親
し

τ来
た
こ
正
を
示

L
て
ゐ
る
o

卸

t
，
先
づ
第
一
に
奮
版
に
貨
物

ω
Ricardo， PrincipJes' :md ed. p. 21. (第一版23頁AgaintWQ manuractllrers 

，. .，の章句由主に這入るもの、部=I~にもその他存組}

Ricardo， ibid. P・36 第一版 38頁 の rheseresuJt " .，の章句由前に誼入る

も四)

1) 

2) 

ぞ九，-，，，，.，，，，川町':;-C;--""""…問料 h、



交
換
贋
値
は
牢
ハ
り
(
印
。
-m-L
各
貨
物
川
設
さ
れ
た
る
労
働
の
比
較
的
分
量
に
依
る
、

は
砂
川

P
F
U
Z
E印昨日。一己目守。
-
L
Z訂
正
せ
ら
れ
た
。
突
に
彼
は
第
二
版
に
於

τ第
一
章
を
五
節
に
小
分
し

た
が
、
新
版
に
於

τは
そ
れ
を
七
節
に
小
分
し
、
固
定
、
流
動
資
本
の
廻
鞠
の
差
異
が
貨
物
の
交
換
償
備
の
麗
動

に
及
ぼ
す
影
響
を
ば
特
に
前
よ
り
は
よ
ド
一
一
層
詳
細
に
論
告
ん
正
し
た
。
夏
に
彼
は
そ
の
第
七
節
「
倒
他
の
不
擾

尺
度
に
就
て
戸
ぜ
附
加
L
て
、
債
値
の
不
縫
尺
度
の
到
底
存
在
す
ぺ
か

c
g
る
一
」
正
を
よ
り
詳
細
に
一
不
そ
う
正

L

正
あ
っ
た
が
、
新
版
に
於
て

tc 
o 

こ
れ
ら
の
「
原
理
」
に
於
け
る
修
一
訂
は
、
彼
が
耐
削
次
号
の
勢
働
回
慣
値
設
に
劃
す
る
修
正
を
重
要
椀
す
る
に
至
っ
た

こ
己
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

L
か
し
そ
の
程
度
を
修
正
以
上
の
も
の
Z
は
ど
う
し
て
も
解
す
る
ニ
ご
が
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
(
未
完
)

(
第
三
腕
一
四
三
}

第
二
十
-
巻

リ
カ
ア
ド
に
於
け
る
努
働
惜
値
法
則
自
妥
協
性
に
就
て

四
国

説

苑

1:1 

p. 4. 2 ed. p. 3 
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